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1 背景と目的

地球温暖化、気候変動の影響で日本の水循環はど

う変化するのか、予測される変化に対してどう対応

すべきかといった問題に取り組む上で、現在の多く

の全球モデル (GCM)が描く将来の気候変化では空

間解像度が粗すぎるため、地域規模での詳細な情報

にダウンスケールすることが求められている。ダウ

ンスケールの手法は主に統計的手法と物理的 (力学

的)手法に大別されるが、本研究では後者の手法に

ついて、どこまで可能であるかを検討する。日本の

将来気候を予測する領域気候モデルがいくつも開発

されているが、境界条件に用いるGCM間の予測の

違いのため、日本各地でより詳細な気温や降水量の

変化などを確実に行うまでには至っていない。しか

しこれは境界条件だけの問題とも言い切れず、正し

い境界条件を与えたとして、領域モデルで何がどの

程度計算可能なのかを正確に見積もっておくことは、

今後GCM自身の改良も進むことが期待されるので、

重要である。モデルは日々進化しているが、将来の

変化に備えるためにモデルの完成まで待つことはで

きず、不確実性を伴う予測結果をどう活用していく

かということも求められている。そこで本研究では、

領域気象モデルにより過去の降水分布を再現し、そ

の再現精度を確認するとともに、モデル出力の水資

源問題への利用を目指して、モデルバイアスの補正

法について検討を始める。

2 領域気象モデル JSM-SiBUCの概要

領域気象モデルとして JSM-SiBUC1)を使用する。

本モデルは、気象庁が開発したメソスケール数値気

象予報モデル JSMに陸面過程モデル SiBUCが結合

されている。SiBUCでは特に日本をはじめアジア特

有の土地利用である水田や都市における水・熱収支

の再現性を高めており、GAME-HUBEXで活用され

てきたモデルである 2)。本研究では水平格子数 129

× 129(空間解像度 25km)で日本を取り囲むように計

算領域 ( 図 1 参照)を設定した。

図 1： JSM-SiBUCの計算領域

3 計算条件

初期値および境界値として長期再解析データ (JRA-

25)を使用する。JRA-25とは、気象庁と電力中央研

究所との共同研究を核に 2001年度より 5カ年計画で

スタートしている長期再解析プロジェクトであり、

1979年以降の約 25年分の全球大気の高品質かつ高

精度な 3次元データセットを作成することを目的と

している。解析対象領域 ( 図 1 )について、気圧面

解析値、2次元物理量モニタから必要な要素を切り

出して使用した。計算対象期間は、アメダスデータ

の解析から最も豊水と判定された 1993年と最も渇

水であった 1994年である。積雪や土壌水分の初期

値を設定するのが困難であるため、前年 10月 (1992

年 10月)から計算を開始している。HUBEXの領域

4DDA2) と同様に、12UTC(21JST)を初期値とした

36時間積分を毎日繰り返し実行し、12時間の重な

り部分を初期時刻からの時間に応じて重み付け平均

したものを解析に用いる。

4 計算結果およびバイアス補正

図2 (a)、(b)は 1993年 1月と 7月のアメダスとモ

デル出力による月降水量分布である。本モデルでは

夏季も冬季も降水量を過小評価する傾向が見られる

が、その割合は地域により、また季節により異なる。



(a)アメダス (b)モデル出力 (c)気候区分別に補正 (d)都道府県別に補正

図 2： 1993年 1月と 7月の月降水量の空間分布 (アメダス観測点が存在する格子のみ表示)
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図 3： モデルバイアス (回帰直線の勾配)、相関係数、RMSEの時系列

アメダス観測点毎の比較から得られる月別のモデ

ルバイアスと統計量 (相関係数、RMSE) を 図 3

の実線で示す。今回対象とした 2年は降水量が極

端に異なる年でもあり、これら統計量に明確な季

節性を見出すことはできないが、モデルでは概ね

7割程度しか降水量を評価できていないと言える。

特に 1994年の 7月の渇水時にモデル降水量はア

メダス降水量の 3割しかなく、渇水時にはモデル

は降水量をさらに過小評価している。

そこで、気候区分別 (8区分)、あるいは都道府

県別 (50区分:(注)北海道は 4つ)にバイアス補正

したのが 図 2 (c)、(d)である。当然の結果ではあ

るが、より小さな単位でバイアス補正をすると、

それだけ相関は良くなり、RMSEも小さくなる (

図 3 の破線)。このように観測値が存在する過去

の再現計算ではモデル出力の「くせ」を知ること

ができるが、豊水年や渇水年の特徴を踏まえた上

での補正関数を決定するためには、より多くのモ

デル出力結果を蓄積していく必要がある。
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